
Ｄ
２

Ｄ
1

Ｐ
５

Ｐ
４

Ｐ
３

Ｐ
２

Ｐ
１

国
際
機
関
職
員
と
な
る
方
法
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣

国
際
機
関

①
Ｙ
Ｐ
Ｐ
試
験

③
空

席
公

募

④
政
府
か
ら

の
出
向

・
派
遣
は
２
年
間
，
Ｐ
２
が
基
本

・
派
遣
に
係
る
経
費
は
派
遣
国
が
負
担

・
派
遣
終
了
後
の
空
席
公
募
に
よ
る
ポ
ス

ト
獲
得
率
は
約
７
割
と
高
水
準

⇒
邦

人
増

強
に
最

も
着

実
な

方
法

・
試
験

対
象
は
ア
ン
ダ
ー
レ
プ
国
の
全
て

・
試
験

応
募
者
に
試
験
の
情
報
提
供
等
を

実
施

・
日
本

人
合
格
者
は
，
試
験
開
始
（

20
11

年
）
以
後
，
延
べ

30
0名

が
受
験
し
，
１
名

の
み
（
合
格
者
数
は
毎
年
１
０
０
名
程
度
）

⇒
日

本
に
と
っ
て
極

め
て
厳

し
い

試
験

・
求
め
ら
れ
る
の
は
「
即
戦
力
」

・
ポ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
倍
率
は

10
0倍

以
上

・
社
会
人
向
け
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
，
潜
在
的

な
候
補
者
を
発
掘
す
べ
く
様
々
な
取
組
み

を
実
施

⇒
倍

率
が

高
く
，
未

経
験

者
に

は
難

関

・
基
本
的
に
は
出
身

省
庁
に
戻
る
前
提

・
若

い
レ
ベ
ル
で
出

向
し
た
者
は
将
来
の

幹
部

候
補
に
な
り
得

る
。

・
し
か
し
，
各
府
省
も

業
務
上
多
く
の
人
材

を
派
遣
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

⇒
出

向
者

の
大

幅
増

は
困

難

【
幹

部
ポ
ス
ト
】

※
派

遣
後

は
空

席
公

募
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
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JP
O
：

Ju
ni

or
 P

ro
fe

ss
io

na
l O

ff
ic

er
国

際
機

関
に

勤
務

を
希

望
す

る
若

手
邦

人
を

、
日

本
国

政
府

（
外

務
省

）
の

経
費

負
担

に
よ

り
原

則
２

年
間

国
際

機
関

に
派

遣
し

、
勤

務
経

験
を

積
む

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

正
規

職
員

へ
の

途
を

開
く

こ
と

を
目

的
と

し
た

制
度

。
(注

：
派

遣
終

了
後

は
各

自
が

応
募

し
て

正
規

ポ
ス

ト
を

獲
得

す
る

必
要

が
あ

る
。

)
本

制
度

が
始

ま
っ

た
昭

和
４

９
年

か
ら

の
累

計
で

約
１

，
４

０
０

名
を

派
遣

。
近

年
で

は
毎

年
３

０
～

４
０

名
程

度
を

新
規

に
派

遣
し

て
い

る
。

制
度

概
要

Ｊ
Ｐ

Ｏ
派

遣
制

度

（
１

）
３

５
歳

以
下

で
あ

る
こ

と
。

（
２

）
Ｊ

Ｐ
Ｏ

を
派

遣
す

る
こ

と
の

で
き

る
国

際
機

関
に

関
連

す
る

分
野

に
お

け
る

修
士

号
を

取
得

し
て

お
り

、
当

該
分

野
に

関
連

す
る

職
種

に
お

い
て

２
年

以
上

の
職

務
経

験
を

有
す

る
こ

と
。

（
３

）
英

語
で

職
務

遂
行

可
能

で
あ

る
こ

と
。

（
４

）
将

来
に

わ
た

り
国

際
機

関
で

働
く

意
思

を
有

す
る

こ
と

。
（

５
）

日
本

国
籍

を
有

す
る

こ
と

。

応
募

資
格

年
度

別
派

遣
者

数
及

び
予

算
額

○
Ｊ

Ｐ
Ｏ

派
遣

者
数

は
平

成
16

年
度

に
予

算
減

少
に

伴
い

大
幅

減
。

○
平

成
２

７
年

度
の

予
算

額
は

１
６

.
４

億
円

。

【
推

移
】

（
予

算
額

）
（

派
遣

者
数

）
平

成
２

７
年

度
1

,6
4

6
,3

4
6
千

円
６

０
名

以
上

（
予

定
）

平
成

２
６

年
度

1
,1

0
1

,8
0

4
千

円
４

４
名

平
成

２
５

年
度

1
,1

0
2

,4
6

9
千

円
４

０
名

平
成

１
５

年
度

1
,5

4
1

,1
1

1
千

円
５

８
名

平
成

１
４

年
度

1
,5

4
0

,6
9

3
千

円
６

１
名

※
平

成
27

年
度

に
つ

い
て

は
派

遣
予

定
数

（
人

）
（

億
円

）

１
６

１
４

１
２

１
０

･･･

49

61
58

35
36

33
35

33
32

33

25

30

40
4460

010203040506070

予
算
額

派
遣
者
数
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※
上

の
数

値
は

各
年

に
お

け
る

邦
人

職
員

数
全

体
（

専
門

職
以

上
）

、
下

の
数

値
は

、
そ

の
う

ち
Ｊ

Ｐ
Ｏ

出
身

者
数

及
び

全
体

に
占

め
る

割
合

国
連

関
係

機
関

の
邦

人
職

員
数

及
び

JP
O
経

験
者

数

Ｊ
Ｐ

Ｏ
派

遣
制

度

(名
）

Ｊ
Ｐ

Ｏ
経

験
者

の
割

合
が

多
い

国
際

機
関

（
各

年
１

月
現

在
。

外
務

省
調

べ
。

20
14

年
は

前
年

12
月

31
日

現
在

。
）

（
20

13
年

12
月

31
日

現
在

）

日
本
人
職
員
数

Ｊ
Ｐ
Ｏ
出
身
割
合

U
N

H
C

R
５
８
名
中
５
１
名

８
８

%

U
N

IC
EF

７
１
名
中
４
８
名

６
８

%

W
FP

４
３
名
中
２
９
名

６
７

%

U
N

D
P

６
９
名
中
４
３
名

６
２

%

JP
O
経

験
者

の
国

際
機

関
採

用
率

派
遣
年

度
20

01
年

度
20

02
年

度
20

03
年

度
20

04
年

度
20

05
年

度
20

06
年

度
20

07
年

度
20

08
年

度
20

09
年

度
20

10
年

度
20

11
年

度

各
年
度
計

31
/

49
40

/
61

45
/

58
27

/
35

27
/

36
26

/
33

26
/

35
23

/
33

25
/

32
24

/
33

20
/

25
31

4
/

43
0

年
度
別
採
用
率

63
.3

%
65

.6
%

77
.6

%
77

.1
%

75
.0

%
78

.8
%

74
.3

%
69

.7
%

78
.1

%
72

.7
%

80
.0

%
全
機
関
計

73
.0

%

（
注

）
・

分
母

は
派

遣
者

数
、

分
子

は
ポ

ス
ト

獲
得

者
数

、
％

は
獲

得
率

・
ポ

ス
ト

を
獲

得
し

た
国

際
機

関
は

，
JP

O
で

派
遣

さ
れ

た
機

関
以

外
の

機
関

で
の

採
用

も
含

む
・

ポ
ス

ト
獲

得
者

は
，

JP
O
任

期
終

了
後

，
数

年
後

に
国

際
機

関
に

復
帰

し
た

者
を

含
む
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JP
O
派
遣
者
の
派
遣
終
了
後
の
国
際
機
関

採
用
率

向
上
に

向
け

た
取

組
み

JP
O
選
考
プ
ロ
セ
ス

の
改

善

☆
選
考
プ
ロ
セ
ス
に

お
け

る
国

際
機

関
の
関

与
（

U
N
D
P
,W

F
P
）

派
遣
終
了
後
に
外

部
候
補
者
よ
り
有
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
Ｊ
Ｐ
Ｏ
選
考
時

に
国
際
機
関
を
関
与
さ
せ
る
。

☆
派
遣
先
重
点
機
関

の
特

定
外

交
上
の
重
要
性
に
加
え
，
過
去
の
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
者
の
採
用
率
の

高
さ
を
考

慮
し
て
派
遣

先
重
点
機
関
を
特
定
。

☆
レ
ベ
ル
の
高
い
ポ

ス
ト

で
の

派
遣

（
2
0
1
3
年
～
）

十
分
な
職
歴
が
あ
る
者
を
１
ラ
ン
ク
格
上
の

Ｐ
３
レ
ベ
ル
で
派
遣
。

☆
派
遣
先
国
際

機
関

で
の

ポ
ス

ト
獲

得
蓋

然
性

を
考

慮
延
長
に
際
し
，

①
派
遣
先
国
際
機
関
が
具

体
的

な
ポ
ス
ト
獲

得
の

可
能

性
を
示

す
②

配
属
先
の
上
司
が

，
ポ
ス
ト
獲

得
に
向

け
て
具

体
的

に
指

導
・
支

援
す
る

の
２
点
を
新
た
に
承
認

基
準

と
す
る
。

※
こ
の
他

に
，
国

際
機

関
や

在
外

公
館

で
の

評
価

も
考

慮
。

☆
派
遣
者
本
人

の
ポ

ス
ト

獲
得

に
向

け
た

努
力

を
考

慮

派
遣
期
間
中
の
空
席
ポ
ス
ト
へ
の
応
募
状
況
や
選
考
状
況
を
派

遣
延
長
承
認
の
基
準
と
す
る
。

派
遣
者
に
対
す
る

指
導

・
支
援
の

強
化

☆
JP

O
派
遣
者
の

意
識

向
上

と
同

意
書

の
提
出

Ｊ
Ｐ
Ｏ
は
「
ポ
ス
ト
獲
得
を
目
指
す
も
の
」
で
あ
る
こ
と
，
国
費
で
の
派
遣
で
あ
る
こ
と
の
指

導
を
徹
底
す
る
。
ま
た
，
こ
れ
ら
の
事
項
に

つ
い
て
同
意
書
を
提
出
さ
せ
る
。

☆
現
役

JP
O
と
の

連
携

の
緊

密
化

，
個

別
指
導

・
支
援

の
強
化

本
省

及
び
在
外
公
館
に
よ
る
日
々
の
活

動
に
つ
い
て
指
導
・
支
援
を
実
施
。

☆
在
外
公
館

に
よ

る
支

援
強

化
の
た

め
の
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
の

策
定

Ｊ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
支
援
・
指
導
の
た
め
の
在
外
公
館
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
，
派
遣
者
の
人
事
支
援
に
つ
い
て
在
外
公
館
の
働
き
か

け
の
強
化
。

☆
JP

O
派
遣
終
了

後
の

ポ
ス

ト
獲

得
に

向
け
た

支
援
強

化
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
終
了
後
，
直
ち
に
ポ
ス
ト
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
ポ
ス
ト
情
報
も
含
め
た
情
報
の
提
供
な
ど
連
携
を
強
化
。

☆
JP

O
間
で
の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
Ｊ
Ｐ
Ｏ
派
遣
者
間
で
の
経
験
や
情
報
共
有

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
。

３
年

目
任

期
延

長
承
認
基
準
の
厳
格
化
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【別添２ 記入様式】 

「女性活躍加速のための重点方針 2015」該当箇所 

大項目 ２．社会の課題解決を主導する女性の育成 

中項目 (２)国連など国際機関等で活躍する日本人（女性）の飛躍的増加 

小項目 ② 将来的に国際機関等で働く意欲と能力のある人材の育成に向けて、以

下の取組を通じ 2020 年までの日本人留学生倍増を目指す。 

・留学促進キャンペーン「トビタテ！留学 JAPAN」により、海外留学や国

際機関へのインターンシップに対する機運醸成を図り、官民協働海外留

学支援制度等による留学支援を実施する。 

・留学生の事前・事後研修において国際機関等で働くことの魅力やその実

現方法を伝える機会を増加させる。 

該当施策名 

（事業名） 
トビタテ！留学 JAPAN日本代表プログラム 

該当施策の背景・

目的 

「日本再興戦略」（平成 25年６月 14日閣議決定）に基づき、2020年まで

に我が国の学生の海外留学を倍増するという目標の達成に向け、留学機会

を将来グローバルに活躍する意欲と能力のある若者全員に与えるため、留

学生の経済的負担を軽減するための寄附促進、給付を含む官民が協力した

新たな仕組みを創設。 

該当施策の政策手

段の分類 
Ａ 法令・制度改正 

Ｂ 税制改正要望 

Ｃ 予算 

27年度予算： 千円 

※内数である場合はその旨記載。 

28年度要求方針： 新規  拡充  継続  

※該当するものに○をしてください。 

Ｄ 機構定員要求 

Ｅ その他（具体的に：民間企業・団体からの寄附金を活用  ） 

該当施策概要 ・民間企業等の協力を得て、意欲と能力のある若者の海外留学を官民協働で支

援。 

・派遣留学生として採用された学生等を対象に行われる事前・事後研修におい

て、世界中で活躍している様々な分野の若手リーダーとして世界経済フォーラム

で選出されるヤング・グローバル・リーダーズ（YGL）等を招へいし、国際的な活動

内容や経験について講演を依頼。 

問い合わせ先 

部局課 

文部科学省 

高等教育局学生・留学生課 
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海
外
留
学

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト
ビ
タ
テ
！
留

学
JA

P
A
N
」

・
留

学
の

魅
力

や
方

法
に

つ
い

て
情

報
を

提
供

す
る

こ
と

に
よ

り
、

日
本

全
体

で
若

者
や

日
本

の
海

外
留

学
の

機
運

を
醸

成
す

る
。

・
政

府
だ

け
で

は
な

く
、

官
民

協
働

の
も

と
社

会
総

掛
か

り
で

取
り

組
む

。
・
2
0
2
0
年

ま
で

に
日

本
人

留
学

生
倍

増
：
大

学
生

等
6
万

人
⇒

1
2
万

人
、

高
校

生
3
万

人
⇒

6
万

人
「
意

欲
と

能
力

の
あ

る
全

て
の

若
者

に
、

留
学

機
会

を
」

大
学

等
の
海
外
留
学
支
援
制
度
（
国
費
に
よ
る
支
援
）

9
2
億
円
（
8
5
億
円
）

・
学

位
取

得
を

目
指

し
、

海
外

の
大

学
院

に
留

学
す

る
日

本
人

学
生

を
支

援
（
大

学
院

学
位

取
得

型
）
。

・
大

学
間

交
流

協
定

等
に

基
づ

き
海

外
の

高
等

教
育

機
関

へ
短

期
留

学
す

る
日

本
人

学
生

及
び

我
が

国
の

高
等

教
育

機
関

で
受

け
入

れ
る

短
期

留
学

生
を

支
援

（
協

定
派

遣
型

・
受

入
型

）
。

○
大
学
院
学
位
取
得
型

H
2
5

⇒
H
2
6

⇒
H
2
7

（
6
.
4
億
円
）

2
0
0
人

2
5
0
人

2
7
0
人

○
協
定
派
遣
型

H
2
5

⇒
H
2
6

⇒
H
2
7

（
6
1
.
8
億
円
）

1
0
,
0
0
0
人

2
0
,
0
0
0
人

2
2
,
0
0
0
人

○
協
定
受
入
型

H
2
5

⇒
H
2
6

⇒
H
2
7

（
2
2
.
4
億
円
）

5
,
0
0
0
人

5
,
0
0
0
人

7
,
0
0
0
人

官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度

～
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

JA
P
A
N
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

（
民
間
資
金
に
よ
る
支
援
）

・
民

間
の

知
見

と
支

援
を

活
用

し
、

実
社

会
で

求
め

ら
れ

る
資

質
・
能

力
の

育
成

を
社

会
全

体
で

集
中

的
に

支
援

す
る

た
め

の
官

民
が

協
力

し
た

新
た

な
海

外
留

学
支

援
制

度
。

・
産

学
官

が
連

携
し

た
支

援
コ

ー
ス

を
設

定
し

、
留

学
の

質
の

向
上

、
留

学
の

目
的

明
確

化
の

た
め

、
事

前
・
事

後
研

修
、

留
学

中
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
留

学
後

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

提
供

。
・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
実

施
に

要
す

る
経

費
は

、
民

間
資

金
を

活
用

（
目

標
：
2
0
0
億

円
）
。

○
支

援
企

業
・
団

体
1
4
8
社

・
団

体
（
平

成
2
7
年

6
月

2
5日

現
在

）
平

成
3
2
年

（
2
0
2
0
年

）
ま

で
の

7
か

年
の

寄
附

見
込

額
1
0
2
.6

億
円

○
派

遣
留

学
生

の
応

募
・選

考
結

果
第

１
期

申
請

：1
,7

00
人

（2
21

校
）

⇒
採

用
：3

23
人

（1
06

校
）

第
２

期
申

請
：

7
8
4
人

（
1
7
3
校

）
⇒

採
用

：
2
5
6
人

（
1
1
0
校

）
第

３
期

申
請

：
1
,1

8
7
人

(1
9
8
校

）
⇒

  
採

用
：
4
0
4
人

（
1
1
3
校

）
○

高
校

生
コ

ー
ス

申
請

：
5
1
4
人

（
2
1
8
校

）
⇒

採
用

：
3
0
3
人

（
1
6
1
校

）
○

地
域

人
材

コ
ー

ス
平

成
2
7
年

度
採

択
地

域
事

業
：
福

島
県

い
わ

き
市

、
栃

木
県

、
石

川
県

、
三

重
県

、
奈

良
県

奈
良

市
、

岡
山

県
、

徳
島

県
、

香
川

県
、

大
分

県
、

熊
本

県
、

沖
縄

県
（平

成
2
7年

7
月

15
日

時
点

）

日
本
人

の
海
外
留
学
促

進
事

業
0
.8
億
円
（
0
.8
億
円
）

日
本

人
の

海
外

留
学

者
数

を
大

幅
に

増
加

さ
せ

る
た

め
、

大
学

等
と

連
携

し
て

海
外

留
学

促
進

活
動

を
行

う
と

と
も

に
、

日
本

人
学

生
と

若
手

社
会

人
及

び
外

国
人

留
学

生
等

と
の

様
々

な
交

流
の

機
会

を
設

け
、

若
者

の
海

外
留

学
の

機
運

を
醸

成
す

る
。

平
成

27
年

度
予

算
額

：
92

億
円

（
86

億
円

）
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○
趣

旨
•

民
間

の
知

見
と

支
援

を
活

用
し

、
実

社
会

で
求

め
ら

れ
る

資
質

・
能

力
の

育
成

を
社

会
全

体
で

集
中

的
に

支
援

す
る

た
め

、
官

民
が

協
力

し
た

新
た

な
海

外
留

学
支

援
制

度
を

創
設

。
•

「
日

本
再

興
戦

略
」
等

を
踏

ま
え

、
産

学
官

が
連

携
し

た
支

援
コ

ー
ス

の
設

定
（
実

践
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
等

を
盛

り
込

ん
だ

留
学

）
。

•
留

学
の

質
の

向
上

、
留

学
の

目
的

を
明

確
化

す
る

た
め

、
事

前
・
事

後
研

修
、

留
学

中
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

、
留

学
生

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
を

提
供

。
•

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
施

に
要

す
る

経
費

は
、

民
間

資
金

を
活

用
。

○
支

援
の

内
容

奨
学

金
、

渡
航

費
、

授
業

料
、

研
修

参
加

費

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

趣
旨

等

※
詳

細
は

公
式

H
P

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
h

t
t
p

:/
/

w
w

w
.t

o
b

it
a

t
e

.m
e

x
t
.g

o
.j

p

官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
～
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
JA
PA
N 
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

第
１

期
生

壮
行

会

留
学

先
（
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

）
で

の
活

動
風

景

留
学

先
(コ

ロ
ン

ビ
ア

）
で

の
活

動
風

景

第
１

期
生

プ
レ

研
修

留
学

先
（
ア

メ
リ

カ
）
で

の
活

動
風

景

検
索

ト
ビ

タ
テ
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第
１

～
３

期
派

遣
留

学
生

選
考

結
果

官
民
協
働
海
外
留
学
支
援
制
度
～
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
JA
PA
N 
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

ア
ジ

ア

7
1
人

(2
2
%
)

中
南

米

6
人

(2
%
)

中
東

4
人

(1
%
)

ア
フ

リ
カ

1
3
人

(4
%
)

北
米

9
3
人

(2
9
%
)

大
洋

州

1
4
人

(4
%
)

欧
州

1
2
2
人

(3
8
%
)

○
第

１
期

選
考

結
果

申
請

：
1
,7

0
0
人

（
2
2
1校

）
→

 採
用

：
3
2
3
人

（
1
96

校
）

○
第

２
期

選
考

結
果

申
請

：
7
8
4
人

（
17

3
校

）
→

 採
用

：
2
5
6
人

（
11

0
校

）

ア
ジ

ア

5
7
人

(2
2
%
)

中
南

米

6
人

(2
%
)

中
東

2
人

(1
%
)

ア
フ

リ
カ

5
人

(2
%
)

北
米

7
8
人

(3
1
%
)

大
洋

州

6
人

(2
%
)

欧
州

1
0
2
人

(4
0
%
)

○
第

３
期

選
考

結
果

申
請

：
1
,1

8
7
人

（
1
9
8校

）
→

 採
用

：
4
0
4

人
（
1
1
3
校

）

［
コ

ー
ス

別
内

訳
］

①
自

然
科

学
系

、
複

合
・
融

合
系

人
材

コ
ー

ス
1
5
9
人

②
新

興
国

コ
ー

ス
4
4
人

③
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
大

学
等

コ
ー

ス
6
1
人

④
多

様
性

人
材

コ
ー

ス
5
9
人

［
コ

ー
ス

別
内

訳
］

①
自

然
科

学
系

、
複

合
・
融

合
系

人
材

コ
ー

ス
1
1
9
人

②
新

興
国

コ
ー

ス
1
8
人

③
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
大

学
等

コ
ー

ス
4
3
人

④
多

様
性

人
材

コ
ー

ス
7
6
人

［
コ

ー
ス

別
内

訳
］

①
自

然
科

学
系

、
複

合
・
融

合
系

人
材

コ
ー

ス
1
6
3
人

②
新

興
国

コ
ー

ス
2
6
人

③
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
大

学
等

コ
ー

ス
7
7
人

④
多

様
性

人
材

コ
ー

ス
9
6
人

⑤
地

域
人

材
コ

ー
ス

4
2
人

○
支

援
内

容
奨

学
金

月
額

：
1
2
0
,0

0
0
 円

～
2
0
0
,0

0
0
円

（
留

学
先

地
域

に
よ

っ
て

異
な

る
）

往
復

渡
航

費
：

留
学

の
た

め
の

渡
航

費
の

一
部

ア
ジ

ア
地

域
：

1
0
0
,0

0
0
円

ア
ジ

ア
地

域
以

外
：

2
0
0
,0

0
0
円

授
業

料
：

留
学

先
に

お
け

る
授

業
料

相
当

額
１

年
以

内
の

留
学

：
上

限
3
0
0
,0

0
0
円

１
年

を
超

え
る

留
学

：
上

限
6
0
0
,0

0
0
円

事
前

・
事

後
研

修
参

加
費

：
参

加
の

た
め

の
国

内
旅

費
の

一
部

○
平

成
2
8
年

度
後

期
（
第

5
期

）
募

集
（
予

定
）

募
集

期
間

：
平

成
2
8
年

1
月

～
4
月

留
学

開
始

時
期

：
平

成
2
8
年

8
月

下
旬

～
平

成
2
9
年

3
月

末

（
１

）
対

象
：
我

が
国

の
高

等
教

育
機

関
に

在
籍

す
る

日
本

人
学

生
等

（
２

）
支

援
内

容
：
①

奨
学

金
等

（
右

参
照

）
、

②
留

学
事

前
・
事

後
に

行
う

研
修

の
提

供
、

③
継

続
的

な
学

習
や

交
流

の
場

と
し

て
の

留
学

生
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

提
供

（
３

）
募

集
コ

ー
ス

：
①

理
系

、
複

合
・
融

合
系

人
材

コ
ー

ス
、

②
新

興
国

コ
ー

ス
、

③
世

界
ト

ッ
プ

レ
ベ

ル
大

学
等

コ
ー

ス
、

④
多

様
性

人
材

コ
ー

ス
、

⑤
地

域
人

材
コ

ー
ス

（
４

）
募

集
人

数
：
5
0
0
名

(予
定

)
（
５

）
対

象
と

な
る

留
学

計
画

：
平

成
2
8
年

４
月

１
日

～
平

成
2
8
年

1
0
月

3
1
日

ま
で

の
間

に
開

始
さ

れ
る

も
の

で
あ

っ
て

留
学

期
間

が
2
8
日

以
降

２
年

以
内

（
３

か
月

以
上

推
奨

）
の

計
画

○
平

成
28

年
度

前
期

（
第

4期
）
募

集

募
集

期
間

（
地

域
人

材
コ
ー
ス
を
除
く
）

平
成

2
7
年
７

月
１
日

（
水
）
～
同
年

1
0月

3
0
日
（
金

）
正
午

○
選

考
結

果
内

訳
区

分
第

１
期

第
２

期
第

３
期

※

性 別
男

1
6
1
人

1
3
1
人

1
9
1
人

女
1
6
2
人

1
2
5
人

2
1
3
人

学 校 種 別

学
部

2
0
1
人

1
4
3
人

2
5
1
人

大
学

院
1
2
0
人

1
0
0
人

1
4
1
人

短
大

0
人

2
人

2
人

高
等

専
門

学
校

2
人

1
1
人

8
人

専
修

学
校

0
人

0
人

2
人

設 置 別 在 籍 大 学 等 別

国
立

大
学

5
2
校

1
9
1
人

5
7
校

1
6
1
人

5
2
校

2
5
3
人

公
立

大
学

1
3
校

2
1
人

1
1
校

1
9
人

1
3
校

2
1
人

私
立

大
学

3
9
校

1
0
9
人

3
0
校

6
3
人

3
6
校

1
1
8
人

短
期

大
学

0
校

0
人

2
校

2
人

2
校

2
人

高
等

専
門

学
校

2
校

2
人

1
0
校

1
1
人

7
校

8
人

専
修

学
校

0
校

0
人

0
校

0
人

2
校

2
人

（
専

門
課

程
）

総
計

1
0
6
校

3
2
3
人

1
1
0
校

2
5
6
人

1
1
3
校

4
0
4
人

ア
ジ

ア

8
0
人

（
1
9
%
）

中
南

米

4
人

（
1
%
）

中
東

3
人

（
1
%
）

ア
フ

リ
カ

9
人

（
2
%
）

北
米

1
2
4
人

（
3
1
%
）

大
洋

州

1
4
人

（
3
%
）

欧
州

1
7
0

（
4
3
%
）

※
地

域
人

材
コ

ー
ス

を
含

む
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